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平
安
末
期
、
信
州
伊
那
谷
の
住
人
12

名
が
あ
き
る
野
市
伊
奈
の
地
に
村
を
開

い
た
。
そ
の
後
、
郷
里
の
戸
隠
神
社
の

神
霊
を
祀ま
つ

っ
た
の
が
岩
走
神
社
の
起
源

だ
と
い
う
。
以
来
、
地
域
の
氏
子
た
ち

に
支
え
ら
れ
て
き
た
と
、
現
宮
司
で
26

代
目
の
宮
澤
正
夫
氏
は
話
す
。

　
「
先
代
の
福
次
郎
が
ま
と
め
た
代
々

の
神
主
の
記
録
を
見
る
と
、
中
興
の
祖

と
も
い
う
べ
き
人
物
が
い
る
。
江
戸
時

代
の
寛
政
年
間
に
活
躍
し
た
20
代
の
宮

澤
安
通
翁
。
京
都
の
吉
田
司
家
で
修
行

し
て
正
一
位
の
神
階
を
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
遺
徳
を
伝
え
る
石
碑
が
門
人
有
志

の
手
に
よ
っ
て
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
左
側

に
建
つ
」

　

門
人
と
い
う
の
は
安
通
翁
が
寺
小
屋

を
営
み
、
地
元
の
子
弟
を
薫
陶
し
て
い

た
こ
と
に
由
来
す
る
。
い
わ
ば
神
職
と

教
職
の
か
け
も
ち
だ
が
、
こ
れ
が
岩
走

神
社
の
流
儀
に
な
っ
て
い
く
。
実
際
、

福
次
郎
氏
も
正
夫
氏
も
近
隣
の
小
学
校

神
職
教
職
兼
務
と
い
う
流
儀

に
奉
職
し
、
校
長
で
定
年
を

迎
え
た
。

　
「
大
正
生
ま
れ
の
福
次
郎

は
豊
島
師
範
学
校
（
現
東
京

学
芸
大
学
）
を
卒
業
後
、
こ

ち
ら
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た

が
、
昭
和
17
年
、
宮
澤
家
に

入
り
婿
。
翌
年
に
当
時
は
社
掌
と
呼
ん

で
い
た
宮
司
を
拝
命
し
て
い
る
。
神
道

に
〝
中な
か
い
ま今

〞
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

目
の
前
の
仕
事
を
大
事
に
す
る
こ
と
を

教
え
ら
れ
た
」

　

一
方
、
正
夫
氏
は
１
９
４
６
年
に
港

区
で
生
ま
れ
た
。
や
が
て
福
次
郎
氏
と

同
じ
学
芸
大
学
に
進
み
、
教
師
の
道
を

選
ん
だ
。
初
任
校
は
青
梅
市
立
第
４
小

学
校
。
こ
の
時
期
に
２
人
は

知
り
合
い
、
福
次
郎
氏
の
眼

鏡
に
か
な
っ
た
正
夫
氏
も
宮

澤
家
の
婿
と
な
る
。

　
「
当
然
、
神
職
を
兼
ね
る

こ
と
が
前
提
。
私
は
国
学
院

大
学
に
通
い
資
格
を
取
り
、

大
國
魂
神
社
で
実
習
。
77
年

に
禰ね

ぎ宜
の
発
令
を
受
け
た
。

日
々
の
職
務
で
心
が
け
て
き

た
の
は
、
物
事
を
為
す
こ
と

に
よ
っ
て
学
ぶ
こ
と
。
義
父

も
常
々
、
学
者
で
な
く
実
践
家
で
あ
る

べ
き
だ
と
語
っ
て
い
た
」

　

今
年
が
喜
寿
の
正
夫
氏
は
法
務
省
立

川
拘
置
所
の
教
誨
師
も
務
め
、
未
決
囚

や
受
刑
者
た
ち
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添

う
。
そ
ん
な
父
親
に
ず
っ
と
接
し
て
き

た
２
人
の
子
息
も
、
や
は
り
教
職
を
志

し
て
、
ど
ち
ら
も
小
学
校
で
副
校
長
の

任
に
あ
る
。　
　
　
　
　
【
岡
村
繁
雄
】

先代の仕事と教え

■ 38■

正一位岩走神社　宮澤正夫氏

ラッピング列車の出発に合わせテープカットで祝う

体
関
係
者
、
観
光
業
者
ら

が
出
席
し
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
、
門
出
を
祝
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

２
０
１
８
年
か
ら
青
梅
駅

以
西
の
青
梅
線
を
東
京
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
イ
ン
と

命
名
。
地
元
自
治
体
や
観

光
業
者
ら
と
連
携
し
、
自

然
豊
か
な
周
辺
観
光
の
振

興
と
沿
線
の
発
展
に
乗
り

出
し
て
い
る
。

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
は
４

両
編
成
で
、
青
梅
、
奥
多

摩
に
生
息
す
る
昆
虫
や
四

季
ご
と
の
動
植
物
な
ど
の

梅
駅
は
ホ
ー
ム
を
新
設
し

た
ほ
か
、
ホ
ー
ム
や
待
合

室
、
コ
ン
コ
ー
ス
を
昭
和

レ
ト
ロ
な
文
化
が
香
り
、

ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
路

線
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
内
田

英
志
八
王
子
支
社
長
、
浜

中
啓
一
青
梅
市
長
、
師
岡

伸
公
奥
多
摩
町
長
、
小
澤

徳
郎
青
梅
市
観
光
協
会

長
、
靱
矢
正
御
岳
山
観
光

協
会
長
、
原
島
俊
二
奥
多

摩
観
光
協
会
長
、
飯
島
秀

樹
青
梅
駅
長
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
祝
い
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
の

出
発
を
見
送
っ
た
。

　

内
田
支
社
長
は
「
地
元

の
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ

イ
ン
の
魅
力
を
高
め
、
こ

の
エ
リ
ア
の
活
力
に
つ
な

げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

浜
中
市
長
、
師
岡
町
長
が

期
待
を
込
め
て
祝
辞
を
贈

っ
た
。

　

青
梅
駅
は
１
８
９
４

（
明
治
27
）
年
に
開
業

し
た
。
開
業
30
周
年
の

１
９
２
４
年
（
大
正

13
）
年
に
駅
舎
を
改
築

し
、
建
物
は
現
在
も
残

る
。
２
０
０
５
年
（
平
成

17
）
年
に
地
下
道
な
ど
に

昭
和
レ
ト
ロ
の
装
飾
が
行

わ
れ
、
利
用
者
に
親
し
ま

れ
て
き
た
。

　

近
年
、
い
ず
れ
も
都
心

と
結
ぶ
京
王
線
の
高
尾

山
、
西
武
線
の
秩
父
、
長

瀞
が
人
気
観

光
地
と
し
て

脚
光
を
浴
び

る
中
、
南
北

の
両
私
鉄
に

挟
ま
れ
る
青

梅
線
沿
線
は

観
光
資
源
に

恵
ま
れ
な
が

ら
魅
力
の
発

信
で
後
れ
を

取
っ
て
き

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
、
専

用
列
車
と
し
て
運
行
。
青

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
３
月
18

日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ

せ
、
青
梅
線
青
梅
駅
と
奥

多
摩
駅
を
結
ぶ
東
京
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
イ
ン
を
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
ラ
ッ

ピ
ン
グ
を
施
し
た
専
用
列

車
を
運
行
、
青
梅
駅
も
同

ラ
イ
ン
に
ふ
さ
わ
し
く
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
当
日

は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
の
出

発
に
合
わ
せ
Ｊ
Ｒ
東
日
本

八
王
子
支
社
や
地
元
自
治

東京アドベンチャーライン
飛躍へバージョンアップ
ラッピング専用列車を運行、青梅駅リニューアル

出発を見送る飯島駅長、」浜中市長、
師岡町長（左から）

た
。
東
京
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ラ
イ
ン
は
沿
線
の
魅
力

を
伝
え
る
切
り
札
と
し
て

期
待
が
か
か
る
一
方
、
発

信
力
が
伴
っ
て
い
な
い
と

の
指
摘
も
あ
り
、
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
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令和5年4月の営業
<月曜日を除く全日>
ご昼食（11時～15時受付）
ご夕食（前日迄のご予約制・土日祝は当日可）（17時～19時受付・21時閉店）
<月曜日> 
ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

あきる野市小川633 ☎042‐559‐8080
令和5年4月の営業
<月曜日を除く全日> ご昼食（11 時～15 時受付）
   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）
<月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、水曜日 ※19日は営業
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ご夕食（前日迄のご予約制・土日祝は当日可）（17時～19時受付・21時閉店）
<月曜日> 
ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、水曜日 ※19日は営業
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   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）

令和5年4月の営業
<月曜日を除く全日> ご昼食（11 時～15 時受付）
   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）
<月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）<月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、水曜日 ※12日、26日は営業

定休日：毎週火曜日、水曜日
※5日、19日は営業

青梅市藤橋2－32青梅市藤橋2－32
☎0428‐30‐1661☎0428‐30‐1661

定休日：毎週火曜日、水曜日
※5日、19日は営業5日、19日は営業

令和5年4月の営業
<全日>
ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。

井中居は令和5年6月15日をもちまして、閉店することとなりました。
長きにわたりご愛顧くださり、心より感謝を申し上げます。
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